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名古屋大須の

亀獄林万松寺

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
晩
秋
の
季
節
。

寒
さ
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
く
れ
ぐ
れ
も

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

実
録
・
覚
王
山
日
泰
寺
縁
起
を
お
伝
え

し
て
い
る
今
年
の
か
わ
ら
版
。
ご
真
骨
（
世

界
的
に
本
物
と
認
め
ら
れ
た
仏
舎
利
）
が
い

よ
い
よ
名
古
屋
に
奉
遷
さ
れ
ま
す
。

★
名
古
屋
奉
遷

   

一
九
〇
二
年
（
明
治
三
十
五
年
）
十
月

二
十
二
日
、
会
長
不
在
の
ま
ま
、
吉
田
禄

在
、
小
栗
富
治
郎
、
服
部
小
十
郎
の
副
会

長
三
名
体
制
で
発
足
し
た
日
本
大
菩
提
会

愛
知
協
賛
会
。

   

ご
真
骨
を
名
古
屋
に
奉
遷
す
る
日
を
十

一
月
十
五
日
、
仮
奉
安
所
は
門
前
町
（
大

須
）
の
万
松
寺
に
決
定
し
ま
し
た
。

   

万
松
寺
は
織
田
信
長
が
父
信
秀
の
葬
儀

の
際
、
位
牌
に
抹
香
を
投
げ
つ
け
た
史
実

で
有
名
な
古
刹
。
徳
川
家
康
も
人
質
と
し

て
三
年
間
を
過
ご
し
た
そ
う
で
す
。

   

当
日
は
名
古
屋
か
ら
数
百
名
の
僧
侶
が

京
都
に
出
向
き
、
ご
真
骨
を
奉
迎
。
特
別

列
車
で
京
都
を
出
発
し
、
名
古
屋
に
午
前

十
一
時
に
到
着
。

   

市
内
の
家
々
が
仏
旗
と
大
菩
提
の
文
字

を
記
し
た
軒
燈
を
掲
げ
、
万
松
寺
ま
で
の

奉
迎
行
列
は
長
さ
数
キ
ロ
。

   

そ
の
荘
厳
さ
は
、
大
阪
、
京
都
の
奉
迎

行
列
の
比
で
は
な
く
、
未
曾
有
の
大
盛
況
。

沿
道
は
数
十
万
人
で
埋
ま
り
、
当
時
の
新

聞
は
皇
太
子
の
ご
成
婚
記
念
行
列
に
匹
敵

す
る
と
報
じ
ま
し
た
。

   
多
く
の
宗
派
の
管
長
や
僧
侶
に
加
え
、
タ

イ
国
を
代
表
し
て
駐
日
公
使
ラ
ー
チ
ャ
ー
・

ヌ
プ
ラ
バ
ー
ン
も
行
列
に
参
加
し
ま
し
た
。

★
覚
王
山
日
暹
寺
（
に
っ
せ
ん
じ
）

   

ご
真
骨
が
万
松
寺
に
仮
奉
安
さ
れ
た
後
、

い
よ
い
よ
覚
王
殿
建
設
が
本
格
化
す
る
は

ず
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
関
係
者
の
目
論

見
は
は
ず
れ
、
建
設
資
金
の
寄
付
が
な
か

な
か
集
ま
り
ま
せ
ん
。

   

い
と
う
呉
服
店
（
後
の
松
坂
屋
）
伊
藤

次
郎
左
衛
門
、
味
噌
・
醤
油
で
成
功
し
た

奥
田
正
香
（
後
の
名
古
屋
市
長
）
、
材
木

商
で
衆
議
院
議
員
も
務
め
た
鈴
木
摠
兵
衛

等
の
有
力
者
も
乗
り
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

   

寄
付
が
集
ま
ら
な
い
時
に
は
私
財
を
投

じ
る
と
言
っ
て
い
た
吉
田
禄
在
、
服
部
小

十
郎
、
小
栗
富
治
郎
、
野
村
朗
も
約
束
を

果
た
し
ま
せ
ん
。

   

候
補
地
（
田
代
村
、
千
種
村
、
御
器
所

村
、
広
路
村
、
小
幡
村
、
弥
富
村
）
同
士

も
対
立
。
お
ま
け
に
、
日
露
戦
争
直
前
の

世
相
は
戦
時
ム
ー
ド
。
ご
真
骨
に
対
す
る

関
心
も
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

   

こ
の
状
況
に
業
を
煮
や
し
た
駐
タ
イ
公

使
稲
垣
満
次
郎
は
帰
国
し
て
、
自
ら
調
整

に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

   

稲
垣
は
、
日
タ
イ
両
国
友
好
の
た
め
に

覚
王
山
日
暹
寺
（
に
っ
せ
ん
じ
）
と
い
う

新
し
い
寺
を
田
代
村
に
創
建
し
、
そ
の
一

角
に
奉
安
塔
を
設
置
す
る
と
い
う
現
実
的

な
構
想
を
提
案
。
当
時
の
タ
イ
の
国
名
は

シ
ャ
ム
（
暹
羅
）
で
あ
っ
た
た
め
、
当
初

の
寺
名
は
日
泰
寺
で
は
な
く
日
暹
寺
で
す
。

   

稲
垣
に
呼
応
し
、
日
置
黙
仙
が
各
宗
派

を
説
得
。
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
十
六
年
）

十
月
五
日
、
日
置
の
説
得
に
応
じ
た
二
十

三
宗
派
管
長
が
日
暹
寺
創
建
請
願
書
を
内

務
省
に
提
出
し
ま
し
た
。

   

十
月
十
二
日
、
内
務
省
か
ら
「
無
宗
派

各
宗
総
本
山
」
と
し
て
「
覚
王
山
日
暹
寺
」

設
立
の
認
可
が
出
ま
し
た
。

   

初
代
住
職
に
決
ま
っ
た
天
台
座
主
吉
田

源
応
の
意
向
に
よ
り
、
正
式
な
本
堂
、
奉

安
塔
建
設
は
後
に
し
て
、
ま
ず
は
最
低
限

の
仮
本
堂
と
庫
裡
で
創
建
。
そ
こ
に
ご
真

骨
を
仮
奉
安
す
る
こ
と
と
な
り
、
建
設
費

二
万
円
は
加
藤
慶
二
等
の
有
力
者
た
ち
が

寄
進
。

   

建
設
に
際
し
、
日
置
が
斎
主
を
務
め
る

可
睡
斎
（
か
す
い
さ
い
）
の
雲
水
た
ち
も

応
援
に
来
名
。
可
睡
斎
は
静
岡
県
袋
井
市

に
あ
る
曹
洞
宗
の
名
刹
で
す
。

   

雲
水
や
村
人
の
努
力
に
よ
っ
て
、
一
九

〇
四
年
（
明
治
三
十
七
年
）
十
一
月
、
仮

本
旗
仏
堂
、
玄
関
書
院
が
落
成
し
ま
し
た
。

   

十
一
月
十
五
日
、
ご
真
骨
は
万
松
寺
か

ら
田
代
村
へ
奉
遷
さ
れ
、
タ
イ
国
王
か
ら

贈
ら
れ
た
金
銅
仏
と
と
も
に
日
暹
寺
に
安

置
。

   

ご
真
骨
が
日
本
に
来
て
四
年
、
名
古
屋

に
来
て
二
年
。
よ
う
や
く
最
終
奉
安
場
所

に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

   

し
か
し
、
そ
の
後
も
寄
付
は
集
ま
ら
ず
、

堂
宇
等
の
建
設
は
ゆ
っ
く
り
進
み
ま
し
た
。

   

奉
安
塔
は
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）

十
一
月
十
五
日
に
地
鎮
祭
、
翌
年
起
工
し
、

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
六
月
に
完
成
。

落
慶
法
要
の
後
、
六
月
十
五
日
に
ご
真
骨

が
奉
安
塔
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

   

一
八
九
八
年
、
ピ
プ
ラ
ー
ワ
ー
で
ご
真

骨
が
発
見
さ
れ
て
二
十
年
、
一
九
〇
〇
年

に
日
本
に
迎
え
て
十
八
年
、
一
九
〇
二
年

に
名
古
屋
に
迎
え
て
十
六
年
、
一
九
〇
四

年
に
田
代
村
に
迎
え
て
十
四
年
の
歳
月
が

過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

★
迦
葉
尊
者
と
阿
難
尊
者

   

そ
の
間
に
、
日
暹
寺
周
辺
に
は
四
国
霊

場
の
写
し
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

   

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
年
）
、
山
下

圓
救
師
、
伊
藤
萬
蔵
、
花
木
助
次
郎
、
奥
村

新
兵
衛
に
よ
る
勧
進
帳
か
ら
始
ま
っ
た
そ

う
で
す
。

   

東
山
名
勝
と
い
う
当
時
の
書
物
の
中
に

「
四
国
八
十
八
ヶ
所
は
当
山
境
内
に
於
け

る
呼
物
と
も
謂
う
べ
き
」
と
の
記
述
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
四
国
霊
場
の
写
し
は
参
拝

客
の
観
光
の
た
め
に
計
画
的
に
設
置
さ
れ

た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

   

次
回
は
実
録
・
覚
王
山
日
泰
寺
縁
起
、

総
集
編
で
す
。
山
門
を
護
る
御
尊
像
は
仁

王
像
で
は
な
く
、
迦
葉
尊
者
と
阿
難
尊
者

で
す
。
乞
ご
期
待
。


